
が　ん　ゲ　ノ　ム　医　療　に　つ　い　て

• 同じ「肺がん」であっても、原因となる遺伝子はさまざまであり、対応する薬剤も異なる。 

• ゲノム医療では、原因となる遺伝子を特定して、より効果が高い治療薬を選択することが可 

能となり、患者一人一人にあった「個別化医療」につながる。 

がんゲノム医療とは 

がんゲノム医療中核病院/連携病院 

・がんゲノム医療中核拠点病院と連携して遺伝子パネル検査の結果を踏まえた医療を行う病院。 

・都内16病院、全国100病院の連携病院が指定を受けている。 

・がんゲノム中核拠点病院と連携しつつ、遺伝子パネル検査による医療の提供、遺伝子カウンセ

リングの実施やがんゲノム医療に関する情報提供などの役割を担う。 

・がんゲノム医療を牽引する高度な機能を有する医療機関として、がんゲノム医療の中核を担う

病院。 

・都内3か所、全国11か所のがんゲノム中核拠点病院が指定を受けている。 

・がんゲノム医療中核拠点病院は、以下の役割を担うことが求められる。 

①がんゲノム情報に基づく診療や臨床研究・治験の実施、新薬等の研究開発、がんゲノム関連の

人材育成  

② がん患者の遺伝子パネル検査における一連の流れについて、自施設で実施できる機能を有す

ること 

がんゲノム医療中核病院 

がんゲノム医療連携病院 


